














The present paper considers the possibility of art intervention as a main constituent to advance 
regional policies for community renovation, based on on-site interview and field research in Tai-
wan ２～６ May 2018.
My purpose is to explore how we can use arts and cultures to rebuild and revitalize communities 
that have experienced challenging and placemaking (to reorganize places as a new common 
space) economic, social and cultural circumstances for the purpose of seeking to sustainable de-
velopment against such as a decline in a major local industry or community deterioration. 
It is through the behavioral example of community development by intervention of arts that in-
dividuals, including disable people and community can be stronger and have a greater capacity 
to manage their resources for community renovation by initiating and supporting many art-led 
recovery projects.
And from this research, we have learned some lessons that especially human life which is be-
yond the producing physical materials can possible. And we will have alternative wellbeing, and 
what is more we are conscious of our having own originality to realize the act of recognizing the 
social value of something. 
So we will be able to create intrinsic value (John Ruskin) to fulfill the entire human nature which 





























































































2  NPO 法人アート＆ソサイエティ研究センター：「記念講演 ペドロ・レイエス『アートと武装解除：銃をシャベルにの背景






















































































































































































































というのも，この特区において「青春設計節・影展18Youth Innovation Design Festival」が開催されて
いたからである（図５）。高雄の港の大勇倉庫群，蓬莱倉庫群の会場に台湾の大学36校の学生による作品
17 “YOUR CITY・URS LIFE”2013 Taipei City Urban Regeneration，「街を変えていく小さな「鍼」―台北 URS の意義と役割―」
『創造都市横浜』2016年６月27日。





























































































































































































































































































































































つになって楽しむかを考え，それを踊りや歌，演劇，サーカス，作品にする。そうした Sense of one がテー









ンすることで探り，その境界を超える新しい価値に高めパフォーマンスする。自身は Performance For 











































































































































































































































らこそ，人間は，，「全幅的な人間本性 the entire human nature」として美の発現へと向かい，社会の価
値に高め“生を措いて他に富は存在しない”といった社会こそが人間の社会であると強調するのである。
「本有的価値」と「実効的価値」もこの脈絡の内にあることは言うまでもない。ラスキンは，別の著書で
次のようにも述べている。
すなわち，芸術がそうであるように，「善良で偉大な人間の魂の個性，活動力，生きた感受性を表現し
ている限り，価値」があるのであって，「見よ，それが私だ」と厳かな声を上げて現れ，「作品のうちに『全
人（the Whole Man）』が存在する」どうかが問われなければならないとする55。したがって，価値は，「あ
る魂が別の魂に語る表現であり，表現する魂の偉大さに応じて貴重である」といった真実の生の喜びや善
行そのものなのである。それを無視することは，むなしい快楽，虚偽のそれとなる56。価値は，「人間精神
のすべてが健全で活力があり，知性に劣らず想像力と情緒が十分に発達」している状況の社会を創造する
からこそ価値となるのである57。
となれば，ラスキンの価値論は，人間の生命活動とその豊かさは，労働を自然に対する対象的な活動と
し，かつ他者のための使用価値の生産としたマルクスのそれとは本質的に異なる。自然対象的行為で使用
価値を生む労働論ではなく，その生産力としての発展論でもない。芸術のような作品の創造となる人間の
力そのものを問う。また，人間の手技（アート・クラフト）と知性と心情によるところの人間の探求と，
自らのオリジナリティを表現するあらゆる活動が，人間の「労働」となり，富となって人びとの眼前に立
ち現れる。そうした価値論となるのである。
この価値形成において，障害者も健常者も区別は生じようがない。よって，障害者と健常者の境界を新
しく編集しようとするエイブル・アートや現代アートは，ラスキンの価値論によってその現代的意義をは
じめて理論化できる。とりわけ，違いが違いのままに受け入れられていく関係の社会が編集されることと
なり，多様な生き方と働き方を可能とする人間社会の未来を語りうる。そして，労働が他者のためや社会
のための単なる利他主義や頑張り主義に拡張することもなく，人間の表現活動に根ざすオリジナリティの
発揮によって創造される人間社会の質を常に問うものになる。つまり，他者のための制作や使用価値の追
求ではなく，その人の人間的な創作こそが労働のテーマとなる。また，いろいろな人のオリジナルな創作
活動が個別的で分散的な制作のための労働を編成することで，文化的で社会的な価値が物質的価値を凌駕
するようになる。そして，利益は，社会的，地域的なものとなる。そうした総合的で連帯的な協働の人間
の営みが人間の富となって人間に帰っていくのである。
これまで，障害者は労働の場で障害者になるしかなかった。だが，創作とその連続で仕事がつくられる
と，自らのオリジナリティが価値を創出することとなる。そして，できることとできないことを自分で見
極めながら，さまざまに新しい意味や多様な価値をそれぞれの関係や協働から引き出すようになる。また，
そうした創作が，関係をより相互依存のネットワークにする。そのようにして，制作と創作の境界が編集
されて，健常者と障害者の差別や分離を超える社会のエネルギーが生まれるのである。
アートを社会に介入させるアートマネジメントやソーシャル・エンゲイジド・アートに期待が集まるの
は，そうした未来社会が見えるようになったからである。ラスキンが教えるように，美しさや尊さ，善行
などをつくるエネルギーに溢れる社会こそが，また，それを受けとめていく行為，活動，仕事の創造こそ
が，人間社会の本当の姿ではないのか。戦争と生産力発展の歴史は，物質的価値に囚われたと言う意味で，
人間の本史ではないことは明らかである。
55 ジョン・ラスキン『続ヴェネティアの石―ルネサンスとグロテスク精神―』，前掲書，234～235頁。
56 同上，255～257頁。
57 同上，214頁。
― 24 ―
地域総合研究　第46巻　第 1号（2018年）
台湾の都市では，アートを社会に介入させ，かつ歴史・文化と融合させながら，植民地化された歴史を
昇華し，かつグローバルで開放的な地域開発をめざす。そのために，アートの介入をはかり，都市は，そ
の持っているであろう潜在力を発現させていく。そうした新しい価値や意味を創出し，地域をリノベー
ションしていく。台湾の社區営造運動は，まさしく，こうしたアートの介入によるリノベーションを設計
したものである。コミュニティをリノベートするためにも，また，ラスキンが描く人間の本来の姿を取り
戻すためにも，日本は，世界の都市の創造の手法と成果に学び，新しい社会的価値を創出する自由を拡大
することが必要である。雑誌『ソトコト』は，2017年12月号で「特集　台湾のまちづくり」を組み，「山
崎　亮　台湾のローカルイノベーションを見にいく」といった記事を掲載したが，その背景が理解されて
くる。
